
大
正
阿
国
平
六
聞
ニ
ー
一
円
借
m一
」
陣
鱒
鋪
拘
鐸
可
〈
悼
H
q
一
同

-
H
a刊
行
】
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特
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所
得
税
に
於
け
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累
準
率
・
・
・
法
風
土
博
士

限

界

経

済

撃

・

・

・

・

目

文

問

中

博

士

マ
ル
ク
ス
債
植
論
の
債
値
論
・
-
文
風
土
博
士
古
川
田
保
局

農
家
経
梼
の
本
質
仁
闘
す
る
一
考
療
糾

Z
Z
入

木

芳

之

助

我

園

の

救

護

制

度

・

・

・

・

・

-

経

済

事

土

橋

本

文

雄

資

本

主

義

枇

曾

山

機

構

路

貨

幣

山

地

位

純

済

些

士

柴

敬

商
業
の
本
質
及
商
業
経
済
畢
に
就
て
ま
山
皐
土
谷

徳
川
幕
府
ミ
紙
幣
の
賛
行
・
・
・
・
需
殿
博
士

六
大
都
市
特
に
大
阪
市
の
租
検
査
携

経
常
撃
の
本
質

米紳

田戸
且f
太正

直¥)雄

田
口

吉

彦

本

庄

栄

治

郎

話
回
富
士
汐
見

三

郎

純
神
間
引
博
士
小
島
昌
太
郎

近
着
外
聞
経
済
雑
誌
主
要
論
題



資
本
主
義
枇
舎
の
機
構
ド
於
げ
ろ
貨
幣
の
地
位

男2

田

敬

A者

=ニ=-
仁3

叫
労
働
慣
伯
誠
一
り
安
常
性
を
認
め
得
T
し
て
主
削
慣
例
議
に
頼
ら
ん
ず
」
す
る
吾
々
に
ご
つ
て
は
、
主
州
胴
慣
伯
讃
ef

掠

h
つ
、
而
も
粧
情
現
象
密
会
樫
的
珂
論
的
に
把
捉
す
る
事
が
如
何
に
し
て
可
能
ご
な
る
で
あ
ら
う
か
さ
言
ふ
事

は
、
根
本
的
問
闘
で
ゐ
る
。
而
し
て
、
若
し
経
燐
現
象
を
み
ム
鵠
的
に
規
定
し
得
る
何
等
か
の
足
場
|
|
例
へ
ば
守

W

ク
ス
詑
ぷ
び
そ
れ
に
謝
す
る
賛
何
論
じ
於
い
て
偲
定
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
、
資
本
主
義
此
曾
の
流
山
地
過
程
に
闘
す

る
敷
式
(
以
下
単
じ
流
通
敏
式
ご
呼
ぶ

)ω
如
き
も
の
ー
ー
が
見
出
さ
れ
得
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
此
の
問
題

ω
解
決

に
極
め

τ有
用
で
は
な
い
か
ご
忠
以
れ
る
o

然
る
に
、
若
し
従
来
的
流
通
数
式
会
其
の
催
許
し
て
そ
れ
を
主
槻
債

償
訴
山
立
場
か
ら
見
直
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
現
寅

ω
経
済
現
象
ご
会
〈
相
容

μ
5
る
結
論
じ
吾
ア
伊
】
導
〈
か
に
見

え
る
。
即
ち
主
制
慣
価
設
り
立
場
よ
り
見
直
さ
れ
た
る
流
通
敷
式
ご
客
則
的
制
憤
現
象
ど
山
口
問

ω
此

ω矛
盾
金
解

決
す
べ
き
過
裂
の
第
一
歩
合
拓
き
、
以
て
資
本
主
義
此
曾

ω
機
構
川
敷
式
的
分
析
ご
主
制
債
雌
詑
ご
の
融
和

ω
第

一
歩
を
基
槌
付
り
る
幕
、
而
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
貨
幣
理
論

ω
新
生
面
を
求
め
る
事
、
ぞ
れ
が
本
稿
川
目
的
で
め

る。

費
本
主
義
一
位
舎
の
機
構
に
於
け
る
貨
僻
白
地
位

第
三
十
轡

一
五
九

第
一
一
揖

-
宜
九



突
が
主
義
枇
舎
の
機
構
に
於
け
る
貸
融
市
内
地
位

第
三
十
巻

-
六

O

第
-
貌

一
六

O

主
制
債
低
詰

ω立
場
が
ら
見
直
さ
れ
に
る
流
通
抵
式
ご
客
叫
的
一
引
賃
ご
の
間
の
比
A

矛
盾
ケ
解
決
す
ぺ
三
過
程

の
第
一
歩
を
、
私
は
、
貨
幣
に
岨
到
す
る
顧
慮
を
流
通
数
式
其
山
り
も

ω
、
中
に
織
り
込

U
事
|
|
其
の
潟
め
に
は
.

従
来
的
流
一
池
数
式
が
本
質
的
に
改
造
さ
れ
ね
ば
な
ら

mHlー
に
よ
っ
て
拓
山
ん
ど
試
み
る

ωで
ゐ
る
。
序
論
以
、

7

Y

ク
ス
話
ぷ
ぴ
会
れ
に
謝
す
る
貸
市
川
諭
に
於
い
て
俄
定
さ
れ

τ居
る
所
り
流
地
数
式
を
明
か
に
し
・
そ
れ
を
主

間
借
低
一
説
山
立
場
か
ら
見
一
ほ
し
、
以
ア
問
題
の
所
在
営
示
す
事
を
目
的
ご
す
る
ω

本
稿
に
於
い
て
資
本
宅
義
此
曾
ご
言
ふ
場
合
に
は
、
問
題
ef
鶴
田
早
な
ら
し
な
る
殺
め
に
、
生
産
業
に
投
下
さ
れ

る
資
本
り
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
且
つ
他
り
此
曾
ご
的
関
係
を
有
せ
芯
る
資
本
主
義
祉
曾
を
想
定
し
、

h
川
三
立

.

3司

，ホ

u
l
-
-
-胃
J

本
州
回
叫
期
間
e
M
A
h

各
生
鋭
部
門
仁
つ
レ
て
一
段
で
あ
る
ご
暇
想
可
る
。

叉
、
庭
裁
を
期
す
る
矯
め
、
諮
問
申
詑

ω
論
詳
に
は
全
然
鯛

μ
な
い
事
に
す
る
。
此
の
賠
に
閲
す
る
欠
陥
は
他
日

償
ひ
度
く
思
っ
て
居
る
。

序

~L為』

匝周

今
、
生
涯
手
段
の
購
買
に
嘗
て
ら
れ
る
資
本
を
P
、
勢
賃
支
掛
に
宮

τら
れ
る
資
本
を
A
、
利
潤
車
・
4
e
R
ご
す

れ
ば
.
資
本
主
義
枇
曾
山
総
資
本
は
司
十
〉
で
ゐ
り
、
利
潤
は
(
司
十
〉
)
何
で
ゐ
る
。
而
し
て
今
、
固
定
資
本

ω

問
題
ど
除
外
す
れ
ば
、
換
一
一
一
目
す
れ
ば
P
の
総
制
が
資
本
り
一
回
轄
に
於
い
て
消
耗
し
謹
さ
れ
る
も
の
ご
す
る
な
ら

ば
、
組
生
誕
物
の
債
格
は
(
司
+
〉
)
(
H
+
同
)
で
ゐ
る
。

今
般
り
に
、
す
ぺ
て
の
生
産
が
、
生
一
度
手
段
的
生
)
底
部
門
ご
消
費
手
段

ω生
崖
部
門
ご
の
ご
大
部
門
に
分
り
ら



れ
る
ご
す
る
な
巳
ば
、
而
し
て
生
康
手
段
内
生
涯
部
門
に
於
い
て
其
の
生
涯
を
始
め
る
に
嘗
っ
て
必
要
な
る
生
産

手
段
令
購
買
す
る
斜
め
に
投
下
さ
れ
る
資
本
を
民
、
勢
賃
の
支
惜
別
的
潟
め
に
投
下
さ
れ
る
資
本
金
A

町
、
消
費
手
段

の
生
一
度
部
門
に
於
け
る
そ
れ
等
を
そ
れ
ぞ
れ
p
u
f

九
三
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
庭
部
門
に
於
げ
る
縛
生
産

物

ω
債
格
は

一
、
生
産
手
段

ω生
産
部
門
(
F
!
?
〉
目
)
(
同
+
同
)

二
、
消
印
貸
手
段
の
生
深
部
門
百
二
h

k

f

)

(

同
+
同
)

で
ゐ
る
。
今
般
り
に
、
総
て
の
刺
潤
が
情
捜
し
謹
さ
れ
る
謀
、
な
〈
、
某
の
一
部
分
を
以

τ資
本
の
繍
棋
が
行
は
れ

る
も
の
ど
し
、
下
町
、
丸
山
一
践
正
怖
を
E
も広町、
A

引
い
蹟
張
率
を
宮
ご
す
る
な
ら
ば
、
資
本
国
時

ω均
街
的
規
則
的
に

行
は
れ
る
縛
め
り
僚
件
は

一
、
生
派
手
段
の
生
産
部
門
で
は

イ

其

ω級
生
産
物
1

0

主
♂
慣
絡
は
(
ア
+
〉
】
)
(
同
+
ど
で
あ
る

l
i
e
f昨
買
す
る
所
の
も
の
は

(
F
+
〉
】
)
(
同
+
同
)
U
(
]
J
+
]
J
)
(
【
+
同
)
で
あ
h

U
J

そ
れ
の
既
貨
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
貨
幣
舶
を
以
て
購
買
さ
れ
る
所

ωも
ωは
、
今
、

Y
引
を
以
て
此
内
生

産
部
門
的
資
本
家

ω消
費
す
る
消
費
手
段
山
総
債
格
ケ
一
示
す
な
ら
ば

{
Y
+
〉
】
)
(
同
十
回
同
)
H
Y
(
円
+
開
)
+
〉
-
(
?
?
肘
、
)
+
閃
-
で
あ
る
事

二
、
消
費
手
段

ω
生
廃
部
門
で
は

』
其
の
総
生
産
物

|
l
芙
ω
債
格
は
(
F
+
F
)
(
同
+
四
回
)
で
ゐ
る

l
ー
を
購
買
す
る
所
の
も
の
は
、
今
、

養
本
主
義
枇
曾
町
機
椛
に
於
け
る
貨
幣
U
地
位

第一一一+巻

一占，、

第一一概

穴



費
本
主
義
一
位
舎
の
機
構
に
於
け
る
貨
幣
の
地
位

第
三
十
巻

プ可

第
二
探

大

La
を
以
て
比
の
生
庭
部
門
の
資
本
家
の
消
費
す
る
消
費
手
段
の
組
側
格
を
示
す
な
ら
ば

(
】

J
+
〉
凶
)
(
同
+
同
)
H
H
内
国
+
内
N
+
(
〉
】
+
〉
M

)

(

同
+
何
、
)
で
あ
り

、‘，，エ
ぞ
れ
の
販
貰
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
貨
幣
舗
を
以
て
購
買
さ
れ
る
所
の
も
の
は

，s
・、

(
H
J
+
〉
M

)

(

同
+
同
)
日
目
J
(
同
+
開
)
+
〉
N
(
同

l

十
何
、
)
十
閃
闘
で
あ
一
ゐ
事

で
あ
る
。
印
ち
根
本
的
機
構
を
示
す
も
り
ご
し
て
四
グ
の
方
税
式
が
奥
へ
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
が
、
此
の
四
グ
の
方

程
式
は
其
の
う
ち
何
れ
か
三
ケ
が
奥
へ
ら
れ
、
、
ば
他
の
一
ケ
は
蛍
然
そ
れ
か
ら
導
き
出
し
得
ら
る
べ
き
性
質
の
も

の
で
あ
る
。
即
ち
例
へ
ば
、

イ

" 、

川
の
三
式
が
典
へ
ら
れ
る
な
ら
ば

町闘(同+開)目〉回(同+付、)+穴】
E

・・・・・(『)H(4)I(
ロ
)

(
可
闘
+
〉
p
}
{
H
+同
)HHνN(H+何
)
+
h
r
N
(
同
+
円
、
)
+
内
凶
;
・
・
・
・
(
凶
)
H
(
3
)
万
(
同
)
陣
3
M
r

ご
な
し
得
ら
れ
る
様
に
。
従
っ
て
事
・
賃
上
三
グ
の
方
税
式
に
よ
っ
て
根
本
的
情
構
が
示
さ
れ
る
。
然
る
に
助
の
方

程
式
に
は

ph-L・
九
・
九
-
L
-
L・R
・E
-
E
な
る
九
ケ
の
未
知
数
が
A

げ
ま
れ
て
居
る
。
従
っ
て
夏
に
六
ゲ
の
方
程

式
が
奥
へ
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
各
未
如
致
的
倣
が
得
ら
れ
る
。
即
た
般
に
(
第
一
例
)

2
2
2
F
H
K市

( 
同

) 

問

uH

( 
M 

) 

司回目〉
M

(

い

)
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44 
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品
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国
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』



な
る
方
程
式
が
奥
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
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M
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N
r
 

hw 
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M
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目
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)
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C
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山
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M
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A
P
l
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h

、1
〆
t

、
、
叫
，
、
A

J

h
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b

、
F

L

、
f
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'
o
、，
t
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U
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-
F
l
h
 

L
U

伽
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H
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ご
な
る
。
郎
ゆ
り
此

ω場
合
に
於
り
る

各
一
軍
位
を
そ
れ
ぞ
れ

P
、
't

、

テロ~::U 

資
本
凶
轄
は
第
一
例
闘

ω
如
く
な
る
。

d 、

(
生
産
手
段
消
費
手
段
見

J

己
p
レ、

其

ω
問
問
格
伝
一
様
に
な
ど
仮
定
す
る
)
。

l!;)豆、せ

、必ミ..，

コミ開』

受
注
主
義
社
舎
の
舷
梯
に
於
貯
る
貨
幣
の
地
位

第
三
十
笹
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品
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柑
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席
停
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w
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F
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F
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資
本
主
義
此
舎
の
機
構
に
於
け
る
貨
幣
白
地
位

第
三
十
巻

一
六
四

第
一
披

一
六
四

今
固
定
資
本
山
問
題
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
而
し
て
生
産
手
段
購
買
の
潟
め
投
下
さ
れ
る
資
本

P

の
う

ち
、
問
題

ω資
本
国
碑
期
間
中
に
消
費
さ
れ
る
部
分
(
ぞ
れ
は
所
謂
流
動
資
本
の
穂
額
か
ら

A
を
減
じ
た
麗
額

ご
、
岡
定
資
本
の
う
ち
共
の
期
間
内
に
消
費
さ
れ

F
る
部
分
を
蹴
じ
た
る
蔑
額
ご
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
)
の
、

P
に
謝
す
る
割
合
を
I

一
?
乞
以
て
示
す
な
ら
ば
、
総
資
本
額
は
司
+
〉
で
ゐ
・
9
・
主
(
の
期
間
内
に
消
耗
せ
ら
れ
る

時

資
本
額
は
山
+
〉
で
あ
る
o

而
し
て
総
生
産
物
の
慣
格
は
(
司
+
〉
)
(
同
十
河
)
l可

(
T
U
)
で
ゐ
る
o

蓋
し
、

一、

R
は
総
資
本
額
に
謝
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
。
二
、
(
司
十
〉
)
(
同
十
河
)
の
中
に
は
、
抱
生
巌
物
の
債
格
以
外

に
、
共
の
期
間
内
に
消
費
さ
れ

F
る
資
本
部
分
H
U
(阿

l
l
l

じ
が
合
ま
れ
て
居
る
の
で
ゐ
る
か
ら
。
だ
か
ら
資
本
同

時

ω
均
衡
的
規
則
的
に
ね
は
れ
る
斜
め
の
僚
伴
は

一
、
生
煎
手
段

ω生
産
部
門
で
は

ホ
其
の
纏
生
産
物
|
|
其

ω債
格
は
(
Y
十
〉
目
)
(
同
十
回
同
)
l
司
自
(
円
l
ト
)
で
あ
る
ー
ー
を
購
買
す
る
所
の

ロ

も
の
は

百
回
十
〉
-
)
(
同
十
月
)
l
】
J
(
円
l
H
)
H
(
F
+
H
M
M
)
(
ド
+HW)

ロ

ロ

• 

で
ゐ
h
J
4

へ
毛
れ
の
販
責
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
貨
幣
額
を
以
て
購
買
さ
れ
る
所
の
も
の
は

吉田
+
P
)
(
同
十
河
)
|
】
J
(
H
l
ト
)
H
Y
(
H
+
肘
)
十
〉
回

(
7十
円
)
+
F

ロ

ロ

消で
費 あ
手 る
段事
CJ) 

生
産
審E
門
で
は



(ト}
も
の
は

其
の
純
生
産
物
ー
ー
そ
の
贋
絡
は
(
Y
+
〉
凶
)
(
同
+
M
c
-
-
J
(
同
l
h
)
で
あ
る
!
ー
を
購
買
す
る
所
の

ロ

(
F
4
j
〉
N
)
(
同
+
問
)
l
F
(
H
I
卜
)
H
F
+
F
+
(
〉
凶
+
〉
M
)
(
H
+
匂
)

ロ

で
あ
り

チ
ぞ
れ
の
販
買
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
貨
幣
額
を
以
て
購
買
さ
れ
る
所
の
も
の
は

(
Y
十戸
)
(
H
+
同
)
l
Y
T
-
-門
V
H
M
M
N
(
ト
十
一
開
〉
+
〉
M
(
同
+
開
、
)
+
F

ロ

ロ

で
あ
る
事

で
あ
る
。
却
も
事
賃
上
三
ゲ
の
方
程
式
に
よ
っ
て
基
本
的
構
成
が
示
さ
れ
る
。
然
る
に
此
の
方
程
式
は
、

R
・h
-

h
・
ん
・
凡
-LJ
・R
・E
・E
-
n
な
る
十
ゲ
の
元
を
合
ん
で
ゐ
る
。
従
っ
て
夏
に
七
ゲ
の
方
耗
式
が
奥
へ
ら
れ
る
事

に
よ
っ
て
各
未
知
敷

ω値
が
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

第
一
例
は
固
定
資
本
の
問
題
を
除
外
し
て
居
る
。
従
っ
て
其
慮
に
於
け
る
P
は
固
定
資
本
合
考
慮
に
入
れ
る
立

3

(

司
+
〉
)
伺

場
か
ら
す
れ
ば
貨
は

P

一n
で
ゐ
h
、
?
?
〉
は
賞
は
何
十
〉
で
あ
り
、
R
は
買
は
|
川
|
|
|
で
ゐ
h
、
E
陪
賞
は

ロ

川

町

+

〉

b
で
ゐ
る
P

郎
丸
一
眼
に
第
一
例
を
固
定
資
本
を
考
慮
に
入
れ
る
立
場
に
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
而
し
て
般
に
(
第
一
一

伊l

ロ
H
U

( 

『

) 

~ 

L 

開其
正他

"，1同の
~康
件
は
依
然
~. 

Fじ
で

(
同

)
H
鞠

l
s
n
E円

資
本
主
義
枇
合
り
機
構
に
於
け
る
貨
鯵
甲
地
位

第
三
十
巻

一
六
五

第
-
一
塀

一
京
王



費
本
主
義
一
枇
合
。
機
構
に
於
け
る
貨
傍
白
地
位

第
三
十
巻
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申
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(

国

)

内

(

『

)

(

白

)

即

時

庁

h
f

司
。

H
'
h「

，

uw 

(
同

O
)
E
C
)内
{
曲
』
附
完
』
f

〉

am'HN'
U
W
 

(ご
)

H

(

出
}
討
会
0
)
陣

{
n
h
r

合

同

)
H
守
)

-

H

(
回
)
伸

3Mr

zト

(
-
M
)
H
(
品
川
)
『
ハ
(
∞
)
(
由
)
(
同
)
(
同
O

)

(

回

同

)

陣

方

h
f

相

内

園

日

μ同
l

同
事

(ぷ
)
H
(〉
)
『

H
{∞
)
(
喧
)
(
同
凶
)
(
回
}
合
同
)

(

N

)

伸

洋

h
r

内

en-険
開
問

.
‘
申
∞

さ
な
る
。
ふ
・
此
の
資
本
回
輔
を
圃
を
以
て
一
示
す
な
ら
ば
次

ω
如
く
な
る
。

合

同

)
H
{山
市
)
内

(

H

O

)

(
阿
国
)
(
同
凶
)
(
同
)
合
同
)

(

N

)

伸

方

針

第

娩

穴
占
~、



よ
4

布〉・北川付、

L
も
や

pm

一

穴

-

込』人》

>:":'0' 
帽同

2・・-0'

温室、本

明
日
『
主
制
刷
、
}

寸
:!Cs 

1t¥ 

以
上
は
、
資
本
の
接
投
再
生
産
に
闘
す
る
マ
戸
ク
ス
設
及
び
そ
れ
を
中
心
ご
す
る
賛
否
論
に
於
い
て
偲
定
さ
れ

て
衆
党
所
の
流
通
数
式
|
|
ぞ
れ
は
必
宇
し
も
明
示
さ
れ
て
は
居
ら
な
い
!
ー
を
明
か
に
錯
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

而
し
て
今
そ
れ
を
以
上
に
於
い
て
反
復
し
た
る
所
以
の
も
の
は
、
何
等
か
斯
か
る
流
通
敏
式
の
如
き
資
本
主
義
枇

曾
の
根
本
的
機
構
を
捕
へ
る
数
式
の
如
き
も
の
、
援
助
を
蒋
り
て
問
題
を
金
制
割
的
に
規
定
し
得
る
立
場
を
見
出
す

事
が
、
主
粗
贋
値
説
を
採
b
っ
、
具
盟
の
会
館
性
の
理
論
的
考
察
に
進
h
u
潟
め
に
、
極
め
て
有
効
で
は
な
い
か
ご

考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
然
る
に
今
上
越
川
り
流
説
教
式
を
主
融
債
値
詑

ω立
場
か
ら
見
置
す
な
ら
ば
、
換
言
す

れ
ば
、
刺
潤
的
決
定
に
生
産
過
程

ωみ
な
ら
や
流
通
過
程
も
参
奥
す
る
も
の
で
め
る
ご
言
ふ
事
賞
に
忠
貨
な
ら
ん

ざ
す
る
立
場
か
ら
見
直
す
な
ら
ば
、
上
越
の
敷
式
は
看
過
す
べ
か
ら
ぎ
る
結
論
に
我
々
を
導
〈
か
に
思
は
れ
る
。

費
本
主
義
世
舎
の
機
構
に
於
け
る
貨
幣
の
地
位

第
一
ユ
+
魯

第
三
混

P'; 

七

一
中
山
七



費
本
主
義
世
舎
九
日
機
構
に
於
け
る
貸
帯
借
地
位

即
ち
今
慣
に
、

第
三
+
巻

P
の
擦
張
率
が
擬
大
し
(
第
三
例
)

~ 
な
り

ロlア其 F
十他叫岡

田 I~"" ()) 
ふ傑
r件
+主
r依

ll 然
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1 し
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F
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1
4
一
v
N
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ロ
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れ
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可
回
+
噌
古
川
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同

)
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H
S
G
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{
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}
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S
R
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一
六
入

第
一
一
扱

一
六
八

(

品

}

4と

ご
な
る
。
卸
ち
E
の
傭
大
は
R
の
不
動
の
下
に
行
は
れ
る
場
合
に
は
P
H
一
九
の
増
加
を
l
|
第
二
例
ご
第
三
例
さ
を

比
較
す
れ
ば
そ
れ
は
凶
円
だ
け
の
増
加
に
な
る
|
|
前
提
し
な
け
れ
は
な
ら
ぬ

q
而
L
て
今
若

L
E
の
粛
大
が
そ

同
出
回

れ
に
照
臆
す
る
だ
け
の

R
一
巳
の
増
加
無
(
し
て
行
は
れ
る
な
ら
ば
バ
帥
芯
間
取
り
に
h
第
四
例
)

n

巴
山
は
依
然
ご
し
て

{ 

凶
」白e

‘ミ

( 。、
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(
骨
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(
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陣
お
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骨
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骨
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費
本
主
義
世
含
白
梼
構
に
於
け
る
貸
崎
市
り
地
位

第
三
十
巻

七
C 

第

娩

一七
C

望いら

?
u
)
H
(
J
)『

H
(∞
」
(
唱
)
合
同
)
(
可
)

(

N

}

(

品
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伸
方
h
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)
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(
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国
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同
)
守
}

{
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(

品
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陣

》

wr

ご
な
る
。
即
ち
E
の
繍
大
は
そ
れ
に
照
臆
す
る
だ
け
の

L
hの
増
加
無
く
し
て
行
は
れ
あ
限
b
R
の
増
加
を

1
l

第
三
例
ご
第
四
例
ご
を
比
較
す
れ
ば
そ
れ
は
凶
だ
け
の
増
加
に
な
る
|
|
伴
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

U
1
 

第
一
一
一
、
第
四
例
に
於
い
て
は

E
は
町
よ
り
大
で
あ
る
が
、
其

ω事
は
A
一P
が
次
第
に
誠
少
せ
し
め
ら
れ
る
事
を

意
味
す
る
。
郎
ち
(
第
五
例
)
第
三
叉
は
第
四
例
の
資
本
圃
樽
の
次
に
行
は
る
べ
き
資
本
国
輔
に
於
い
て
は
.
費
率

の
構
成
は

ぷト
司
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〉

( 

同

) 

l
N
I
M
-
a
H
〉
9

H
品

目

で
あ
り
、
資
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額
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N
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方

~r

ご
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即
ち

A
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の
減
少
は
R
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不
動
の
下
に
行
は
れ
る
限
b
p
h
一
九
の
増
加

eg--第
四
例
さ
第
五
例
ご
を
比

較
す
れ
ば
、
そ
れ
は
刊
に
け
の
増
加
に
な
る

l

前
提
す
る
も
の
で
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
会

L
A
一P

の
減
少
が
そ
れ
に
照
底
す
に
り
の
?
一
一
九
の
増
加
抑
制
〈
し
て
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
卸
も
偲
ふ
り
に
(
第
六
例
)
p
u
p
u
h
は
依

然
ご
し
て

で
あ
b 
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A 11 
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費
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義
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舎
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機
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に
於
け
る
貨
幣
目
地
位

第
三
+
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一
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第
一
一
規

一
七



資
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機
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国
)
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(
U
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)
{
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(
同
)
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4
d
H
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ご
な
る
。
即
ち
A
一P
の
減
少
が
そ
れ
に
照
臆
す
る
に
げ
の
p
h
一
九
の
増
加
無
く
し
て
行
は
れ
る
限
O
R
の
増
加
を
件

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今

第
四
例
及
び
そ
れ
に
績
〈
第
六
例
の
資
本
国
碍
を
闘
に
す
る
な
ら
ば
、

次
の
如
く
な
る
。
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費
本
主
義
枇
舎
の
機
榊
に
於
け
る
貨
静
岡
地
位

第
三
十
巻

一
七
四

第
一
抽
出

一
七
四

の
班
踊
を
恵
ま
れ
た
も

ωご
し
て
あ
ら
は
れ
る
。

然
る
に
客
制
的
側
梼
現
象
は
明
か
に
、
資
本
主
義
批
曾
的
会
運
行
描
粍
が
か
、
る
意
味
の
怒
意

ee全
然
超
越
す

る
も
の
で
あ
る
事
を
、
利
潤
は
決
し
て
思
ふ
が
ま
、
、
に
は
増
加
L
得
ら
れ
な
い
も
の
で
ゐ
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
上
述
り
流
通
数
式
ご
客
制
的
制
象
ご
の
矛
盾
は
何
蕗
か
ら
来
る
の
で
あ
る
か
。

若
し
勢
価
償
低
誌
が
限
定
す
る
如
〈
利
潤
が
流
通
池
科
以
前
に
内
産
地
耗
に
於

ν
て
生
座
さ
れ
る
の
で
ゐ
b
、

流
通
過
耗
に
於
い
て
は
車
に
そ
れ
が
賀
現
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
上
遁
の
問
題
自
身
が
成
立
し

な
い
。
蓋
し
上
越
川
り
問
題
は
、
利
潤
が
流
通
過
程
に
於
け
る
誠
一
事
情
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ゐ
l
j
i
勿
論
均
衡
的
規

則
的
運
行
的
場
合
に
就

τ
1
i三
百
ふ
事
を
許
す
時
に
は
じ
め
て
生
?
る
の
で
あ
る
か
ら
。
然
る
に
主
観
碩
伯
設

は
、
贋
叫
仰
は
枇
合

ω各
員
り
宅
観
的
評
贋

l
l
そ
れ
は
勿
論
伝
来
的
問
慣
椛
を
基
礎
ご
し
て
行
は
れ
る

ωが
普
通
で

あ
る
が
、
然
し
鼠
・
な
る
在
来
山
一
償
格
で
は
な
く
し
て
在
京
市
山
田
償
給
に
或
る
主
観
的
要
素
が
加
は
る
事
に
よ
っ
て
成

立
つ

l
lの
相
互
作
用
の
結
巣
越
せ
ら
れ
る
投
合
髄
に
於
て
定
ま
る
ご
見
る
り
で
あ
る
か
ら
、
荷
し
〈
も
主
翻
底

値
設
が
採
ら
れ
る
場
合
に
は
、
流
通
過
程
に
於
げ
る
諸
事
情
も
利
潤
的
決
定
に
参
奥
す
る
も
の
で
あ
る
さ
言
ふ

事
、
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
主
制
使
倣
説
を
採
れ
ば
上
越
の
問
題
が
一
躍
問
題
ど
な
h
得
る
。
然
ら

ば
主
観
回
国
低
設

ω立
場
か
ら
見
医
さ
れ
た
流
川
敷
式
ご
客
槻
的
事
貫
一
己
の
聞
に
存
す
る
か
に
思
は
れ
る
比
の
矛
盾

は
如
何
に
し
て
解
決
さ
れ
得
る
か
。
花
は
、
資
本
主
義
一
耽
曾
の
機
構
の
数
式
的
分
析
ご
主
観
債
伯
読
ど
の
融
合
を

妨
げ
る
か
じ
忠
は
れ
る
所
の
比

ω
矛
盾
を
解
一
決
す
る
事
に
よ
っ
て
、
主
組
出
関
倣
説
か
ら
出
脇
田
し
つ
・
、
一
客
観
的
事
象

の
み
{
瞳
性
の
理
論
的
理
解
に
進
む
ぺ
き
一
歩
が
基
礎
付
り
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
‘

さ
思
ふ
の
で
あ
る
。



本

論

裁
で
の
吾
々
の
問
題
は
、
主
蹴
債
伯
設
の
立
場
よ
り
す
る
流
活
数
式
ご
客
制
的
経
務
現
象
ご
の
間

ω
矛
盾
を
解

決
す
べ
き
池
桂
り
第
一
歩
を
拓
く
事
仁
在
る
。
私
は
、
此
的
問
題
の
本
質
的
別
分
的
解
決
は
専
ら
資
本
主
義
枇
舎

の
機
構
に
於
け
る
貨
併

ω
地
位

ω究
明
に
よ
っ
て
奥
へ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
さ
考
へ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
従
来
的
諸
島
千
設
に
於

τも
、
流
一
地
数
式
に
閲
し
て
貨
幣
問
題
に
論
先
さ
れ
て
居
ら
な
い
わ
け
で
は
決
し
て

無
い
。
然
し
殆
ん
ど
す
べ

τの
場
合
に
於
い

τ、
そ
れ
は
軍
に
上
越
り
如
き
流
通
数
式
ぞ
其
の
億
用
ひ
っ
、
言
は

ば
疏
説
数
式
か
ら
献
れ
イ
し
賞
特

ω問
題
仁
一
論
及
さ
れ
允
に
止
ま
る
。
然
ゐ
に
、
以
下
じ
於
い
て
明
か
じ
む
ゐ
様

に
、
上
越

ω如
き
流
泌
数
式
は
貰
は
貨
幣
問
題
の
除
外
を
前
提
す
る
も
の
で
ゐ

b
、
従
っ
て
、
貨
幣
を
考
慮
に
入

れ
る
潟
め
に
は
を
れ
は
本
質
的
に
改
匙
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
比

ω
流
謡
歌
式
の
本
質
的
改
諮
は
、
寡
聞
に
よ
れ

ば
、
企
固
さ
れ
は
し
た
け
れ
ど
も
還
に
成
就
さ
れ
得
な
か
っ
た
所
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
吾
々
は
簡
潔
を
期
す
る
矯
め
じ
特
殊
的
資
本
主
義
枇
舎
を
想
定
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
同
一
の
目

的
の
矯
め
に
、
真
に
次
の
如
き
慣
定
を
加
ふ
る
を
便
ご
す
る
。

一
、
唯
一
粧
の
所
謂
正
貨
の
み
が
貨
幣
ご
し
て
疏
通
し
て
居
る
。

二
、
資
本
の
一
回
酬
明
期
間
内
に
資
本
主
義
枇
舎
内
に
在
る
貨
鮮
が
、
す
べ
て
而
し
て
只
一
回
だ
け
(
郎
ち
洗
遁

速
度
|
|
其
の
正
徳
な
る
概
念
は
他
日
明
か
に
さ
せ
て
頂
く
つ
も
h
で
あ
る
l
l
I
の
漣
さ
に
於
い

τ)
疏
通
す

る
。
而
し
て
退
臓
は
行
は
れ
な
い
。
従
っ
て
常
該
資
本
田
轄
期
間
内
に
於
い
て
購
買
資
金
ご
し
て
あ
ら
は
れ
る
所

資
本
主
義
一
位
舎
の
機
構
に
於
け
る
貨
幣
白
地
位

第
三
十
巻

-
七
五

第
一
一
統

一
七
五



資
本
主
義
世
舎
の
機
構
に
於
げ
る
貸
借
り
地
位

第
コ
一
+
巻

一
七
六

第
二
祝

一
七
六

の
も
の
は
、

一
膝
.
其
の
資
本
国
博
州
間
内
に
於
い
て
生
産
さ
れ
る
生
産
物
り
版
貰

μ
よ
っ
て
牧
得
さ
れ
る
貨
幣

ご
言
ふ
一
誌
が
出
来
る

Q

蓋
し
、
若
し
そ
う
で
め
れ
ば
貨
般

ω
流
通
速
度
は
ー
で
は
ゐ
h
得
な

で
は
ゐ
ら
得
な
い
、

い
か
ら
。

三
、
資
本
の
一
四
時
期
間
内
に
産
出
さ
れ
る
生
産
物
が
、

る。

そ
こ
で
.
す
べ
て
而
し
て
只
一
回
だ
り
貰
買
さ
れ

四
・
如
何
な
る
形
態
り
信
用
も
行
は
れ
な
い
。

E

・E
-
R

今
上
過
川
り
如
〈
問
題
ゲ
限
定
す
る
な
ら
ば
も
而
し
て
貰
裁
を
期
す
る
潟
め
、
資
本
川
市
ヴ
同
時
期
に
於
げ
ゐ
引
っ

ご
す
る
な
ら
ば
、
嘗
設
資
本
田
樽
期
間
内
に
生
産
さ
れ
る
組
生
売
物
の
贋

を
不
勤
イ
」

L
且
つ

同

H
何、

格
は

a 

有国

+
F
+
F
+
F
)
(
同
?
と
l
(
ア
+
可
M
)
(
同
lト
)

国

土
(
の
夜
前
の
資
本
回
縛
期
間
内
に
其
の
生
産
物
の
版

で
ゐ
b
.
そ
れ
の
購
買
賞
金
ご
し
て
役
立
つ
所
の
も
の
は
、

責
に
よ
っ
て
牧
得
さ
れ
た
る
貨
幣
額

b 

司

+ 
』百

十

〉

+ 
〉

Eli 
-、
伊甘

+ 
炉ガ

，園、

ロ|同

で
ゐ

h
、
市
し
て
ぞ
れ
の
版
貫
一
い
よ
っ
て
牧
得
さ
る
べ
き
貨
幣
は
結
局
、
其
の
・
次
に
来
る
ぺ
き
資
本
回
縛
期
間
に

於
い
て
其
の
生
点
物
の
購
買
資
金
三
な
ら
ね
ば
な
ら
泊
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
の
侵
格
は

(
(
F
+
F
十〉園

+
F
)
(同

+
5
1
2
M
+
F
)
(
H
l
H
)
一(
2
5

口
、

C 



a

・b
・c
の
三
者
を
斯
〈
の
如
〈
等
贋
ご
考
へ
る
事
は
、
然
し
な
が
ら
、

E
が
零
以
外
の
敷
で
ゐ
る
場

合
に
は
不
可
能
で
ゐ
る
。
而
も
擬
張
再
生
一
庄
.
か
行
は
れ
る
ご
言
ム
事
は
必
然
的
に
、

E
一
か
或
る
疋
敷
FC
あ
る
事
を

意
味
す
る
。
然
る
に
、

E
が
或
る
正
敏
で
あ
る
ご
言
ふ
事
は
、

σ
八
白
〈
口
た
る
事
を
意
味
す
る

ωで
ゐ
b
、
ぞ
れ

は
上
越
り
如
き
限
定
的
保
件
り
下
に
於
い

τは
、
只
何
蕗
か
ら
か
新
な
る
貨
幣
が
生
産
提
供
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て

の
み
可
能
で
あ
る
。
然
ら
ば
新
貨
幣
の
生
産
官
.
生
魔
手
段
的
生
産
部
門
又
は
消
費
手
段
内
生
産
部
門
の
何
れ
に

求
め
る
事
が
出
来
る
で
ゐ
ら
う
か
。
此
の
問
題
に
劃
す
る
解
答
は
殆
ん

E
自
明
で
ゐ
る
。
即
e
h
そ
れ
は
何
れ
の
生

産
部
門
に
も
求
め
得
ら
れ
な
い
。
蓋
し
、
生
産
手
段
及
び
的
費
手
段

ω何
れ
の
生
産
部
門

ω生
産
物
に
も
.
其

ω

資
本
主
義
枇
曾
の
棋
耕
じ
於
り
る
地
位
上
，
貨
幣
た
る
べ
訴
如
何
な
る
部
分
も
合
ま
れ
な
い
か
ら
。
町
九
・
一
、

貨
幣
た
る
縛
め
に
は
そ
れ
自
身
ほ
消
費
手
段
J

」
し
で
も
生
産
手
段
、
と
し
て
も
使
用
さ
れ
な
い
事
を
前
提
す
る
り

に
、
生
原
手
段
は
生
派
手
段
ご
し
て
消
費
手
段
は
消
費
手
段
ご
し
て
役
立
た
せ
ら
れ
る
事
ぞ
前
提
ず
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
二
、
貨
幣
の
生
産
に
於
い

τは
、
其
的
生
産
物
は
責
却
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
貨
幣
ご
な
る
の
で
は
な

〈
、
ぞ
れ
自
身
貨
幣
£
し
て
流
泌
併
に
現

μ
る
事
を
前
提
す
る
が
、
生
産
手
段
及
ぴ
消
抗
手
段
は
、
寅
却
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
貨
鮮
ご
な
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
貨
幣

ω生
産
部
門
は
生
産
手
段

ω生
産
部
門
消
費
手

段
の
生
属
部
門
ご
相
並
ん
で
第
三

ω生
涯
部
門
ご
し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
、
貨
僻
mω
生
産
を
な
す
生
庭
部
門
に
於
い
℃
生
産
手
段
時
一
良

ω縛
め
投
下
さ
れ
る
資
本
を
丸
、
其
蕗
で
勢
賃

支
抑
に
嘗
て
ら
れ
色
品
質
本
を
九
、
貨
幣
の
生
死
部
門
に
於
げ
る
資
本
・
抵
の
消
鋭
す
る
消
費
手
段
の
纏
債
格
を
凡
、

直
前
の
資
本
回
輔
捌
か
ら
嘗
該
資
本
凶
轄
期
へ
引
き
継
が
れ
る
貨
幣
額
を
G
、
而
し

τ此
ω場
合
に
以
九

-
L
の

で
ゐ
る
。

安
本
主
義
枇
舎
の
機
僻
に
於
け
る
貨
幣
由
地
位

第
三
十
巻

一
七
七

第
-
貌

}
七
七



受
本
主
義
世
舎
の
機
構
に
於
げ
る
貨
幣
白
地
位

第
一
十
巻

七
i¥ 

第

銃

一
十
λ

匝
別
は
何
等
機
構
に
閲
す
る
も

ω
で
無
い
か
ら
雨
晶
鳴
を
組
括
し
て
考
へ
る
事
ご
し
そ
れ
ぞ
叫
ご
す
れ
ば
、
此
の
場

合
に
於
げ
る
資
本
凶
輔

ω
均
衡
的
規
則
的
，
並
行

ω僚
件
は

一
、
貨
幣
の
需
要

ω
方
面
で
は

9

官
訪
問
資
本
回
特
則
に
於
い
て
生
産
さ
れ
ろ
生
産
手
段
1

1
其
の
締
債
格
は
(
F
+
〉
回
)
(
同
+
阿
川
)
l
F
(
同

ー
い
)
で
あ
る
!
ー
が
版
資
さ
れ
得
る
結
局
め
に
は

国
(ア
+
F
)
{
同
+
ご
l
p
(
同
l
t
H
(町凶

+
F
+
F
)
(
仲
+
何
)
で
あ
り

同
そ
こ
で
生
産
さ
れ
る
消
費
手
段
1

1
業

的

縛

震

は

♂

ト

ご

す

担

1
5
1
tで
2
1
1

が
販
買
さ
れ
得
る
怨
め
に
は

(
♂
↑
〉
闘
)
(
Z
m
)
l
p
(
同
l
u
f
)
H
5
+
F
+
〉
-
+
F
+
〉
ω

で
あ
る
事

二
、
貨
幣

ω
供
給
の
方
面
で
は

ル
営
該
資
本
同
輔
期
間
内
に
貨
幣

ω生
産
部
門
に
於
い
て
生
産
さ
れ
る
貨
幣
額
(
F
十
〉
ω

)

(

円
十
河
)
l
p

(
同
l
u
m
)
は
、
販
車
伊
侯
つ
て
は

C
め
て
貨
幣
ど
な
る
り
で
は
な
〈
そ
れ
自
身
貨
幣
た
る
の
で
ゐ
る
が
、

そ
れ
は
常
設
資
本
阿
輔
期
間
に
於
け
る
流
辿
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
第
一
回
り
流
通
念
な
す
の
で
ゐ
る
か

ら
.
貨
幣
流
通
速
度

Iω
偲
定
の
下
に
於
い
て
も
、
常
該
資
本
凶
轄
期
間
に
於
げ
る
購
買
資
金
ご
し

τ役

立
丸
得
る
。
従
っ
て

{
F
+
F
)
(
z
d
l
p
(
同
l
u
f
)
L
L
ι
1
5
+
F
+
F
で
あ
り

ヲ
営
該
資
本
国
鴇
期
の
直
前
の
資
本
因
鞠
期
に
於
い
て
生
産
さ
れ
る
生
産
手
段
及
び
消
費
手
段
の
販
責
に



よ
っ
て
耽
得
さ
れ
る
貨
幣
額
G
は
、
蛍
設
資
本
国
再
期
間
に
於
い

τ
勢
賃
の
支
梯
・
生
産
手
段
及
び
消
費

手
段
の
生
産
部
門
の
資
本
家
山
消
費
す
る
泊
胤
貸
手
段
の
購
買
・
及
び
寸
然
る
べ
き
資
本
四
時
期
の
縛
め
の
生

産
手
段
の
購
真
に
役
立
つ
べ
き
購
買
資
金
ど
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て

の
H

〉
』
+
F
+
主
+
(
吋
】
+
F
)
(
i
巾
十
開
)

で
ゐ
る
事

三
、
従
ワ
て
貨
幣

ω需
給
の
均
衡
は
金
曜
的
に
は

川

(
Y
+
土
+
ア
+
〉
凶
)
(
同
+
開
)
l
(
ク
ム
ア
)
(
7
U
V
U
の
+
(
F
+
F
)
(
同
+
と
l
F
(日

l

t

rあ
る
事

で
ゐ
る
。
卸
も
根
本
的
機
構
を
示
す
も
の
ご
し
て
五
ク
の
方
程
式
が
輿
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
に

も
、
此

ω五
ケ
の
方
程
式
は
其
の
う
ち
何
れ
か
四
ゲ
が
奥
へ
ら
れ
、
ば
他
り
一
ゲ
は
常
然
ぞ
れ
か
ら
導
き
出
し
得

、‘a
，，、‘，，，、‘，，、、，
F

ら
る
ぺ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
例
へ
ば
、
リ
・
1

・
F

・
ヲ
式
が
奥
へ
ら
れ
、
ば

(
ア
+
了
+
F
+
F
)
(
同
+
同
了
(
F
Z
N
)
(
同
l
j日
l}H(句』
+
F
+
F
)
(
{日
l
+
開
)
+
五
十
F
+
了
+
「
+
F
:
:
S

H
{
唱

)

+

(

測

)

(
f
f
F
+土
)
(
Z
3
4
5
2
1
十
)
H
(
f
F
)
(
斗
+
忍
+
(
3
5
5
5
1
5
l
J
す
ぞ

〉
-
+
〉
N

.

.

.

.
 
:
(
H
)
H
(同)百
(

W

)

附

3
N
f

(
t
y
-
-
r
さ
き
l
f
E
M
-
-
r
)
H
r
f
r
)
(
聞き
1
2
l
J叶
)
{
同

)
H
2
5
E
3

ご
な
し
得
ら
れ
る
慌
に
。
従
っ
て
事
質
上
回
ゲ
の
方
程
式
に
よ
っ
て
根
本
的
機
構
が
一
不
さ
れ
る
。
然
る
に
此
の

資
本
主
義
枇
舎
の
機
構
に
於
け
る
貨
幣
の
地
位

第
三
十
巻

一
七
九

~'~ 

銑

t 
:h 



費
本
主
義
枇
舎
の
機
構
に
於
け
る
貨
幣
自
池
位

第
三
十
巻

八
C 

第
一
一
説

一
λ
0

方
程
式
に
は

nvphe---A円
・
ん
・
九
・
叫
-
L・R
・E
-
n
・G
な
る
十
一
一
ケ
の
未
知
裁
が
合
ま
れ
て
居
る
。
従
っ
て

入
ゲ
の
方
粍
式
が
克
に
奥
へ
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
各
未
知
数

ω値
が
得
ら
れ
る
事
に
な
る
。
然
る
に
比
の
場
合
に

は、

G
の
低
が
阪
に
前
期
の
費
本
同
時
ゆ
靖
国
市
ご
し
て
奥
へ
ら
れ
る
の
み
な
ら
や
、

P
の
値
も
亦
そ
こ
で
奥
へ
ら

れ
る
。
蓋
し
資
本
り
一
回
鱒
は
銃
に
次
期
の
資
本
回
憾
の
矯
め
の
P
の
投
資
を
合
む
も
の
で
み
の
る
か
ら
。
従
っ
て

嘗
訪
資
本
同
時
期
に
決
定
さ
る
べ
き
諸
事
情
は
其
他
の
六
ゲ
の
方
科
式
に
酪
る
事
に
な
る
。
却
も
伎
h

に
(
第
七

例
)
前
期
の
資
本
間
轄
の
結
巣
ざ
し
て
飯
に

8

・
o
u
r
-いい

τ
-
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N
イ
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E
1
u
w
i

、刷
J
F

F

胸、
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ご
言
ム
事
が
奥
へ
ら
れ
て
居
h
、
而
し
て
其
の
他
の
保
件
が

M
M
H
U
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資
本
主
義
枇
A
W
刀
機
構
に
於
け
る
災
情
の
地
位

i¥ 

第
三
十
巻

/I. 

第

号車

明、市
吋
+
出
品

斯
く
し
て
始
め
て
資
本
主
義
枇
曾
り
機
構
の
数
式
的
分
椋
其
の
も
の
、
中
に
貨
幣
に
針
す
る
顧
慮
を
械
り
込
h
u

事
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
北
(
の
事
は
、
貨
悟
り
供
給
量
が
資
本
主
義
批
曾
の
運
命
に
謝
し
て
如
何
に
重
大
な
る
関

係
を
有
す
る
か
を
物
語
る
も
の
で
ゐ
る
。
即
ち
今
般
り
に
(
第
八
例
)
貨
幣

ω供
給
量
が
減
少
し
、

(可

ω
+
〉

ω
)
(
7
E
)
l
y
(【

l
l
「
)
H
M回
同

h
戸
市

W

(
ご
日
法

{UHSO
帝
時
司
訂
詩
山
伊

究明n資本目lji事早田に引き纏がれる貨幣傾を示ナ。

矢田司資ド回[事司vJSゅに.;;r議定 1三団博司 iiljう::，)r寺戸てゆEZされる主若手f見

草唱額を示す。
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僚
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し
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4
8型
戦
は
長
J
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ザ
』
h
ハ
O
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即
丸
貨
僻
同

ω
供
給
量
の
減
少
日
仏
、

で
ゐ
る
。資

本
主
義
枇
脅
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機
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貨
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地
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他

ω
事
情
に

L
1
謹
化
無
し
ご
す
れ
ば
、

第
三
十
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一
入
三

R
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減
少
を
件
ふ
事
が
明
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安
本
主
義
世
舎
の
機
構
に
於
け
る
貨
幣
の
地
位

第一一一+巻

一
八
四

第一一塀

入

四

郎
ち
期
〈
の
如
〈
貨
幣
に
岨
到
す
る
蘭
慮
合
流
通
数
式
の
中
に
織
り
込
ん
で
考
察
す
る
な
ら
は
、
会
過
程
が
貨
幣

に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
居
る
事
が
明
が
に
さ
れ
る
。
比
川
一
事
は
、
主
祖
国
慣
侃
話

ω
立
場
よ
り
見
直
さ
れ
た
る
流
辿

数
式
ご
客
観
的
経
済
現
象
ご
の
間

ω
矛
盾
が
、
賞
は
、
貨
幣
に
劃
す
る
廟
慮
の
看
過
さ
れ
た
る
事
に
起
因
す
る
般

容
の
矛
盾
に
過
ぎ
な
い
も

ωで
あ
る
ご
言
ふ
事
を
示
す
ご
突
に
、
貨
幣
現
論
に
新
生
面
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
向
。

従
っ
て
問
題
は
、
貨
幣
の
供
給
量
は
何
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か
、
ご
言
ふ
事
に
騒
る
事
に
な
る
。
本
誌
前
月
競

に
於
い
て
砿
以
此
り
問
題
を
側
凶
的
じ
、
貨
僻
町
一
山
一
僻
焔

ω
問
題
、
」
し
E
-

一
即
応
取
り
扱
っ
た
の
で
あ
る
が
も
然
し

其
慮
で
は
未
だ
、
充
分
に
資
本
主
義
枇
曾
的
機
構
ど
の
関
係
に
於
い
て
問
題
を
考
察
す
る
事
が
許
さ
れ
な
か
っ
た

が
潟
め
に
、
買
は
歪
め
ら
れ
た
姿
に
於
い
て
解
決
が
試
み
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
や
吾
々
は
充
分
に
資
本
主
義

社
曾
の
機
構
の
分
析
を
援
用
す
る
事
を
得
べ
き
段
階
に
遣
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
問
題

ω
よ
り
正
し
き
解
決

が
可
能
ご
さ
れ
て
居
る
さ
思
は
れ
る
。
此
の
問
題
の
解
決
ご
し
て
、
流
通
数
式
其
の
も
の
、
中
に
生
産
カ

ω
廟
慮

を
織
り
込
む
な
ら
ば
、
主
硯
慣
例
詑

ω立
場
よ
り
見
宣
さ
れ
た
る
流
通
数
式
ご
客
削
倒
的
経
憐
現
象
ご
の
聞
の
矛
盾

の
解
決
の
過
桂
は
今
一
歩
進
め
得
ら
れ
る
ご
思
は
れ
る

ω
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
複
雑
な
る
分
析
を
要
す
る
の
で
ゐ

る
か
ら
、
他
日
に
譲
る
事
に
す
る
。

。士
亦口

至n
n口

本
論
に
於
い
て
私
は
最
も
簡
単
な
る
場
合
を
想
定
し
つ
、
、
、
主
観
慣
他
設
の
立
場
よ
り
す
る
流
通
数
式
芝
客
観



的
事
貫
ご
の
間
の
矛
盾
の
解
決
の
第
一
歩
を
、
貨
幣
に
劃
す
る
顧
慮
を
流
通
数
式
其
の
も
の
、
中
に
織
b
込
h
u
這

を
講
中
る
一
帯
に
よ
っ
て
、
拓
か
ん
ど
試
み
た
の
で
め
る
。
然
し
な
が
ら
.
そ
こ
で
は
単
に
根
本
的
機
構
凶
究
明
が

問
題
ご
潟
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
ぞ
れ
か
ら
出
俊
し
つ
、
、
現
貸
の
粧
務
現
象
そ
会
開
的
理
論
的
に
杷
捉
し

得
る
椋
に
な
る
潟
め
に
は
、
単
な
る
偲
想
的
諮
数
一
じ
は
な
〈
し
て
現
賀
川
一
枇
曾
山
統
計
的
制
祭
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
敷
を
用
ひ
ね
ば
な
ら
耐
の
は
勿
論
の
事
、
現
賀
山
都
新
蹴
舎
が
め
ら
は
す
諸
現
象
を
理
論
的
に
包
容
し
得
る
会

に
ま
で
流
川
敷
式
其
の
も
の
を
順
を
追
ふ
て
改
起
し
な
り
れ
ば
な
ら
心
。
本
稿
の
所
論
は
栂
め
て
限
定
せ
ら
れ
た

私
意
味
を
し
か
持
ち
件
な
い
。

盲
者
蛇
に
怖
ぢ

F
る
の
頼
に
減
れ
す
、
身
に
伶
る
問
題
を
取
扱
は
ん
ど
試
み
た
一
品
を
、
今
夏
な
が
ら
深
〈
反
省

マ
」
言
ふ
事
が
本

さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
ゐ
る
。
若
1
蕪
雑
な
る
本
稿
を
維
に
御
品
訓
示
を
頂
〈
事
が
出
氷
る
な
ら
ば
、

稿
を
草
す
る
に
際
し
て
の
唯
一
の
願
で
あ
る
。

資
本
主
義
駐
舎
の
機
緋
に
於
け
る
貨
幣
の
地
位

第
三
十
巻

一
八
五

第

銃

八

五


